
■ 令和３年度決算概要

令和3年度は､資金収支・事業活動収支ともに黒字決算となり、財務体質は着実に強化されたと言えます。

資金収支の収支差額は170百万円となり、期末現預金残高は7年連続で増加しました。

また、事業活動収支計算書の経常収支差額についても、6年連続の黒字となりました。 

決算概要は下記のとおりです。  

１．資金収支計算書

資金収支計算書は、学園の1年間の教育活動その他の諸活動のすべてを資金の動きで捉えたもので､

当該会計年度における収入と支出の内容、ならびに支払資金（現金預金）の収支の顛末を明らかにしています。

　

令和3年度決算は資金収支差額で170百万円の黒字を確保し、翌年度繰越支払資金は2,276百万円となりました。

学納金、補助金等が堅調に推移したことに加え、英国に保有する施設利用権を譲渡したことにより、収入が

大幅に増加しました。一方、支出は、上記譲渡に伴う経費と設備投資により増加しました。しかし、期初に予定

していた特定資産取崩（150百万円）の見送りに加え、さらに200百万円の特定資産繰入を実行いたしました。

【第1表】

（単位　百万円）

　収入の部

科　　目

　学生生徒等納付金収入

　手数料収入

　寄付金収入

　補助金収入

　その他収入

　資金収入調整勘定等

　前年度繰越支払資金

収入の部合計

　支出の部

科　　目

　人件費支出

　教育研究・管理経費支出

　借入金等利息支出

　借入金等返済支出

　施設・設備関係支出

　資産運用支出

　その他の支出

　資金支出調整勘定等

　翌年度繰越支払資金

支出の部合計

資金収支差額

資　金　収　支　計　算　書

令和3年4月1日から令和4年3月31日まで

２年度 決算 ３年度 決算 差異

52 52 0

667 717 50

2,345 2,412 67

65 55 △ 10

1,828 2,106 278

5,060 5,698 638

548 728 180

△ 445 △ 372 73

796 868 72

10 8 △ 2

２年度 決算 ３年度 決算 差異

1,825 1,785 △ 40

200 200 0

111 254 143

86 87 1

159 321 162

5,060 5,698 638

278 170 △ 108

△ 233 △ 101 132

2,106 2,276 170
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２．事業活動収支計算書

事業活動収支計算書は、学園財政の健全性を見るもので、当該年度の活動に対応する事業活動収入

および事業活動支出の内容、さらに基本金組入後の均衡の状態を明らかにしています。

企業会計の損益計算書に相当しますが、学校法人は営利目的ではないため、収支の均衡を目的としています。

令和3年度決算は、経常収支差額で313百万円の黒字を確保しました。

しかし、特別収支において、施設利用権の譲渡に伴う一過性の損失である処分差額を814百万円計上したことで、

基本金繰入前当年度収支差額では△379百万円のマイナス収支となりました。

【第2表】

（単位　百万円）

教育活動収入

教育活動支出

教育活動収支差額

教育活動外収入

受取利息・配当金他

教育活動外支出

教育活動外収支差額

経常収支差額

特別収入

特別支出

特別収支差額

3,202 3,231 29

学生生徒等納付金 2,345 2,412 67

事　業　活　動　収　支　計　算　書

令和3年4月1日から令和4年3月31日まで

２年度 決算 ３年度 決算 差異

補助金 658 676 18

その他収入 82 55 △ 27

手数料 65 55 △ 10

寄付金 52 33 △ 19

教育研究・管理経費 1,067 1,118 51

292 322 30

2,910 2,909 △ 1

人件費 1,843 1,791 △ 52

10 9 △ 1

借入金利息他 10 9 △ 1

0 0 0

0 0 0

11 136 125

資産売却差額 0 0 0

△ 10 △ 9 1

282 313 31

資産処分差額他 3 828 825

8 △ 692 △ 700

その他の特別収入 11 136 125

3 828 825

基本金組入前当年度収支差額 290 △ 379 △ 669
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